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　高知大学防災すけっと隊は、近い将来

起こるとされる南海地震に対して、学生

の力を地域の防災対策に役立てたいとい

う想いから、2008 年に設立された学生団

体です。活動をする上で大切にしている

ことは、実際に現場を見て、雰囲気を感

じて、問題点を考え、どのように行動す

ればいいか考えることです。その成果の

代名詞と言えるのが農業と防災を掛け合

わせた「耕活（こうかつ）プロジェクト」

です。今回は、耕活プロジェクトの他に

小中高生へ向けた「防災教育」や、私達

自らが企画し実行しているプロジェクト

についても紹介します。

　「耕活プロジェクト」は、社会的問題と

なっている耕作放棄地を再生し、コミュ

ニティガーデンとして活用し、防災の点

で重要な①地区での備蓄、②地域コミュ

ニティ活性化を目標としている独自プロ

ジェクトです。具体的には、地域に眠る

耕作放棄地を再生し、住民とともに作物

を育て、保管をしています。それにより、

災害時のための食料備蓄の強化を行って

います。また、畑を一緒に耕すことで自

然とコミュニケーションが生まれ、コミュ

ニティ活性化（いざという時に助け合え

る関係）にもつなげています。さらに、

耕活を行っている地域はオールドニュー

タウンで、ほとんど交流の機会がなくコ

ミュニティが希薄だったということで毎

月「コミュニティカフェ」と題してお茶

会や防災学習会などの集まる機会も設け

ています。その他にも、地域住民と一緒

になってプロジェクトを進めていくため

に、毎月全世帯に「耕活新聞」を手書き

して配布しています。　
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　未来を担う小中高校生に防災を楽しく

学んでもらおうと防災授業を行っていま

す。防災授業は、実際行うことを担当の

先生方と打ち合わせをして決めており、

講義形式の座学だけではなく、「避難所で

幼児が一人で泣いていたらどうする？」

といったような災害時発生しうることを

話し合う「防災ワークショップ」や、実

際に校外に出て危険箇所を探して記す「防

災マップ作り」も行っています。

　他にも、南海トラフ地震の被害を軽減

するために、独自の活動を展開していま

す。例えば、高知大学生の家具固定率が

低いことに疑問を感じ、高知大学生協の

販売する「家具家電セット」に無料で、

家具固定器具をつける仕組みを提案し、

実現しました。また、防災バッグは値段

が高くて、重たいといった声を参考に、

災害時に必要なものを最低限に絞り、安

くて、持ち運びやすい「防災タンブラー

セット」（グッズ入り水筒型防災ケース）

を「よどやドラッグ」と製作しています。

他にも、防災に興味を持ちにくい女性や

子どもにも、親しみを持ってもらおうと、

マスキングテープ等でお菓子をつなげて

作る「防災お菓子ポーチ」の開発をして

います。

　防災は「ここまでやっておいたらいい」

とゴールはありません。だからこそ、自

分の身を守るためにできるだけ備えるし

かありません。だから私たちはできるだ

け防災を楽しくしたいと考えています。

「防災はやらなければならないもの」では

なく「防災は楽しいからやる」と思って

いただけるように、これからも考えて活

動していきます。

31

北 南から から

３ 防災教育

4 その他の企画

5 おわりに

防災お菓子ポーチ講習会集合写真

家具固定　チラシ


